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2 産 廃

　第４回通常総会が平成28年６月９日（木）にホテルメトロポリタン山形において、正会員246

社のうち204社（115社が委任状出席）の出席のもと開催されました。

　小林専務理事の司会進行により荒川副会長が開会を宣言し、黒澤

会長から挨拶がありました。

　その後、優良事業所２社、優良従事者７名の表彰を行い、それぞ

れ黒澤会長から表彰盾が贈呈されました。受賞者を代表し、株式

会社ミツワ企業　代表取締役　伊藤正志氏から謝辞をいただきまし

た。

　来賓としてご出席をいただいた県環境エネルギー部部長の大森康

宏様から山形県知事　吉村美栄子氏の祝辞を代読いただきました。

　また、循環型社会推進課より課長の佐藤孝喜様、課長補佐の松林

茂様にも来賓としてご出席をいただきました。

　次に、議事に先立ち議長には村山支部長の小林克己氏が選出さ

れ、議長は議事録署名人に株式会社山形イーストリサイクルセン

ター　代表取締役　氏家昭氏と株式会社クレンズ興産　代表取締役　

中川国弘氏を指名した後、議事に入りました。

　　第１号議案　　平成27年度事業報告並びに平成27年度収支決算承認に関する件

　　　　　　　　　平成27年度監査報告

　　　原案どおり承認されました。

　

　　第２号議案　　役員の選任に関する件

　　　役員候補者名簿通り承認されました。

　引き続き報告が行われました。

　（報告事項）

　　１　平成27年度補正予算に関する件

　　２　平成28年度事業計画に関する件

　　３　平成28年度収支予算に関する件

　　

　議事終了後、井上副会長が閉会の辞を述べ総会は終了しました。

第４回通常総会の開催について

で き ご と

黒澤　利宏　会長

県環境エネルギー部　部長
大森　康弘　様

議案説明
鈴木事務局長
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１　産業廃棄物に関する広報啓発等事業

　⑴　産業廃棄物啓発支援事業

　⑵　やまがた環境展2015の開催

　⑶　県からの受託事業

　⑷　ホームページによる広報

２　産業廃棄物適正処理推進事業

　⑴　マニフェスト普及啓発頒布事業

　⑵　廃棄物適正処理講習会事業

　⑶　不法投棄防止活動

　⑷　廃棄物処理に関する相談・情報提供

３　目的達成事業

　⑴　組織強化活動の推進

　⑵　産業廃棄物に関する調査研究

　⑶　機関誌「産廃やまがた」の発行・配布

　⑷　会員名簿の作成とホームページの掲載

　⑸　県内各界の意見の反映

　⑹　環境に配慮した企業行動

　⑺　産業廃棄物適正処理推進研修会の開催

　⑻　行政懇談会の開催

　⑼　支部長会議の開催

　⑽　産業廃棄物排出事業者研修会の開催

　⑾　各種会議等への参加

４　管理業務

　⑴　協会運営の基本となる総会、理事会、三役会の開催

― 平 成27年 度 事 業 報 告 ―

議長　小林　克己　村山支部長
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　本会事業の趣旨に沿い顕著な業績を有する企業、長い間産業廃棄物業務に携わり成績優秀で他

の模範となる従事者の功績を讃え表彰が行われました。

　　　　　　　　○優良事業所

　　　　　　　　　　　株式会社ミツワ企業（上山市）

　　　　　　　　　　　株式会社登坂商店　（酒田市）

　　　　　　　　○優良従事者

　　　　　　　　　　　中　村　法　雄　　仲野衛生管工株式会社

　　　　　　　　　　　池　野　英　昭　　株式会社荒正　

　　　　　　　　　　　加　藤　都　子　　萱建設株式会社

　　　　　　　　　　　安　達　　　嘉　　株式会社アールテック

　　　　　　　　　　　本　間　真　嗣　　ジークライト株式会社

　　　　　　　　　　　高　木　　　剛　　株式会社三ツ柳道路

　　　　　　　　　　　南　間　一　夫　　北日本オイル株式会社

― 感謝状贈呈 ―
松　岡　由美子　　前山形県消費生活団体連絡協議会　会長

　長年にわたり当協会の発展に多大な貢献をされました前理事の松岡由美子様に会長より感謝状

が贈呈されました。

― 会 　 長 　 表 　 彰  ―
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祝　　　　辞

　本日は、一般社団法人山形県産業廃棄物協会第４回通常総会が盛大に開催されますこと、

誠におめでとうございます。

　皆様には、日頃から、産業廃棄物の適正処理や「ごみゼロやまがた」の推進に格別の御理

解、御協力をいただき深く感謝申し上げます。

　本県では、平成24年３月、「第２次山形県循環型社会形成推進計画」を策定し、「全国一

ごみの少ない県」と「循環型産業の振興」を基本目標に掲げ、廃棄物の３Rの推進や環境関

連産業の振興を図ってまいりました。　

　皆様の御協力により、本県では循環型社会システムが着実に形成されつつありますが、事

業系一般廃棄物の増加や災害廃棄物処理対策など、新たな課題への対応が求められてきてお

ります。

　こうした中、今年３月には、「第２次山形県循環型社会形成推進計画」の中間見直しを行い、

取り組むべき施策を今後より一層効果的かつ的確に推進していくことといたしました。

　その主な施策といたしましては、まず、事業系一般廃棄物の減量化対策として、工業団地

における企業連携のモデルシステムを構築し、県内への普及を図ってまいります。

　また、廃棄物処理対策といたしましては、食品廃棄物の転売事案の防止対策の一環として、

貴協会と連携して排出事業者に対する研修会を実施し、排出事業者に対する普及啓発に努め

てまいります。

　一方、大規模災害時における廃棄物処理体制の構築につきましては、「山形県災害廃棄物

処理計画」を来年度に策定するべく、今年度から調査作業に着手してまいります。

　さらに、海岸漂着物対策につきましては、９月に開催される「全国豊かな海づくり大会」

とも連携しながら、県全域における発生抑制の普及啓発に取り組んでまいります。

　こうした施策の推進にあたりまして、今後より一層の御理解と御協力を賜りますようお願

いいたします。

　結びになりますが、一般社団法人山形県産業廃棄物協会及び会員の皆様の益々の御発展と

一層の御活躍を祈念申し上げ、お祝いの言葉といたします。

　　平成28年６月９日

山形県知事　　吉　村　美栄子　　
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　総会終了後、新役員による臨時理事会が開催され会長、副会長、専務理事及び常務理事が選定

されました。理事会後、会長に再任した黒澤利宏氏から挨拶がありました。

　　【新　役　員】

　引き続き「最近の廃棄物行政の動向について」のテーマで、山形県環境エネルギー部循環型社

会推進課　課長補佐　松林茂様よりご講演をいただきました。

　　　　会　　長　　黒　澤　利　宏　　テルス（株） 代表取締役

　　　　副 会 長　　丹　野　秀　樹　　（株）丹野　 代表取締役

　　　　副 会 長　　井　上　　　尚　　井上工業（株）　代表取締役

　　　　副 会 長　　荒　川　純　一　　マルミツ産業（株）　専務取締役

　　　　専務理事　　森　谷　重　美　　（株）モリヤ　代表取締役

　　　　専務理事　　小　林　清　人　　（株）環境管理センター　代表取締役

　　　　常務理事　　鈴　木　信　夫　　（一社）山形県産業廃棄物協会　事務局長

　　　　理　　事　　鈴　木　　　隆　　（株）クリーンシステム　代表取締役

　　　　理　　事　　鈴　木　正　明　　（株）キヨスミ産研　代表取締役

　　　　理　　事　　伊　藤　泰　志　　（株）ミツワ企業　専務締役取

　　　　理　　事　　丹　野　善　将　　タンノ清掃興業（株）　代表取締役

　　　　理　　事　　遠　藤　正　幸　　（株）山形環境エンジニアリング　代表取締役

　　　　理　　事　　大　場　宏　利　　（株）大場組　専務取締役

　　　　理　　事　　尾　形　啓一郎　　尾形興業（有）　代表取締役

　　　　理　　事　　大　浦　英　樹　　大浦工業（株）　代表取締役

　　　　理　　事　　渡　部　元　博　　（株）渡部砂利工業所　代表取締役

　　　　理　　事　　青　山　　　武　　環清工業（株）　代表取締役社長

　　　　理　　事　　渡　辺　　　明　　山形環境保全協同組合　総務部次長

　　　　理　　事　　多賀谷　英　幸　　山形大学大学院理工学研究科　教授

　　　　理　　事　　松　田　一　彦　　山形県商工会連合会　専務理事

　　　　理　　事　　松　本　みつ子　　（一社）山形県医師会　事務局長

　　　　理　　事　　佐　原　伸　児　　（一社）山形県建設業協会　専務理事

　　　　理　　事　　後　藤　とし子　　山形県消費生活団体連絡協議会　会長

　　　　監　　事　　片　桐　健　悦　　天童環境（株）　代表取締役

　　　　監　　事　　田　牧　大　祐　　税理士法人あさひ会計　代表社員

県循環型社会推進課　課長補佐　松林　　茂　氏
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　公益社団法人全国産業廃棄物連合会のブロック組織である北海道・東北地域協議会が、平成28

年６月６日（月）に「ホテルメトロポリタン山形」で開催されました。

　公益社団法人全国産業廃棄物連合会からは森谷専務理事及び土井参与、各道県協会の会長及び

事務局長が出席し、地域協議会会長の門脇会長と森谷専務理事より挨拶がありました。

　

会議の概要は次のとおりです。

　１　公益社団法人全国産業廃棄物連合会からの連絡事項を森谷専務理事が説明した。

　　⑴　廃棄物処理法等の見直しについて

　　⑵　食品廃棄物不適正処理事案について

　　⑶　産業廃棄物業における人材育成方策検討調査

　　⑷　低炭素社会実行計画2030年度目標等の検討

　　⑸　水銀大気排出抑制

　　⑹　水銀廃棄物対策

　　⑺　大規模災害発生時における災害廃棄物対策

　　⑻　再生砕石分科会の発足

　　⑼　労働災害防止計画の策定について

　２　協　議

　　⑴　平成27年度事業報告及び決算報告に関する件

　　　　原案どおり承認された。

　　⑵　平成28年度事業計画（案）及び予算（案）に関する件

　　　　原案どおり承認された。

　　⑶　公益社団法人全国産業廃棄物連合会の委員会委員・部会運営委員の推薦について

　　　　原案どおり承認された。

　　⑷　役員改選について

　会長に門脇岩手県協会会長、副会長に佐藤福島県協会会長と鈴木宮城県協会会長、監事

に山岡秋田県協会会長が選任されました。

　　⑸　公益社団法人全国産業廃棄物連合会の功労者表彰・優良事業所表彰の推薦枠について

　　　　平成30年度までの各協会への割当てを原案どおり決定した。

　　⑹　平成30年度までの会議の開催地について

　　　　原案のとおり会議の開催地を決定した。

　　⑺　その他

　全国青年部協議会全国大会が今年度宮城県で開催されるに当たり、道県協会からできる

限り支援することとした。

第59回北海道・東北地域協議会について
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　公益社団法人全国産業廃棄物連合会第６回定時総会が、６月17日（金）に明治記念館において

開催されました。当協会からは黒澤会長、地方功労者表彰として受賞された株式会社大場組の大

場利秋氏が出席しました。

１　第６回定時総会

　⑴　連合会会長挨拶　　石井　邦夫　氏

　⑵　議　長　選　出

　　　　（一社）鹿児島県産業廃棄物協会

　　　　三谷純夫氏を選出

　⑶　議　　　　　事　　

　　　　第１号議案　平成27年度事業報告並びに平成27年度決算案承認の件

　　　　　　　　　　平成27年度監査報告

　　　　第２号議案　任期満了に伴う役員改選の件

　　　　以上２議案については、原案どおり承認された。

　　　（報告事項）

　　　　１　平成28年度事業計画に関する件

　　　　　Ⅰ　適正処理の推進　　　　　　　Ⅳ　協力支援事業

　　　　　Ⅱ　地球温暖化対策の推進　　　　Ⅴ　労働安全衛生への取り組み

　　　　　Ⅲ　人材及び優良事業者の育成　　Ⅵ　組織活動の活性化及び会員支援

　　　　２　平成28年度収支予算に関する件

２　表　彰　式

　当協会からは功労者表彰としてテルス株式会社「黒澤利

宏氏」、地方功労者表彰として株式会社大場組「大場利秋

氏」、優良従事者表彰として井上工業株式会社「後藤弘吉

氏」が表彰されました。

３　講　演　会

　　演　題　「真田幸村　虚像と実像」

　　講　師　真田幸村第14代仙台真田家13代当主

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　真田　　徹　氏

公益社団法人全国産業廃棄物連合会第６回定時総会について
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　協会三役と支部長及び支部事務局担当者が出席しての支部長会議を、平成28年７月７日（木）

に緑町会館で開催しました。

　内容は次のとおりです。

⑴　平成28年度各支部の事業活動について

　各支部より事業計画に基づき視察研修の状況や啓発支援事業等について報告後、意見の交換

を行いました。

⑵　支部役員と総合支庁環境課との行政懇談会について

　今年度から初めての開催となることから、事務局より内容、進め方等について説明した後、

意見の交換を行い各支部とも有意義になるよう進めて行くことになりました。

⑶　行政懇談会のテーマについて

　過去５年間の循環型社会推進課と協会との行政懇談会のテーマを説明し、各支部においては

地域の実情に応じたテーマを設定し開催することになりました。

⑷　大規模災害時復旧活動支援規程について

　山形県と締結した「地震等大規模災害時における災害廃棄物の処理等に関する協定」に基づ

き策定した支援規程の中で、支部としての対応を説明し、相互の役割を共有しました。

　今後の円滑な運営に向け、活発に意見交換・情報交換が行われました。

支部長会議の開催について
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　７月12日（火）、山形市のヒルズサンピア山形において、「優良産廃処理業者認定制度普及推進

研修会」を開催しました。

　講師に、県環境エネルギー部循環型社会推進課　主査　三浦大平氏、公益財団法人産業廃棄物

処理事業振興財団　企画調査部　金倉美佐恵氏をお招きし、26名（22社）の皆様に参加いただき

ました。

　現在、当協会会員企業で優良認定を受けている事業者は13社と、まだまだ少ない現状でありま

すが、今後も本制度の普及推進に努めてまいります。

【開催概要】

　１　日　時　 平成28年７月12日（火） 13：30 ～ 15：30

　２　場　所　 ヒルズサンピア山形　２F　月山

　３　参加者　 26名（22社）　

　４　内　容 

　　⑴　山形県における優良産廃処理業者認定制度の状況（15分）

　　　　　講師　県環境エネルギー部循環型社会推進課

　　　　　　　　主査　 三浦　大平　氏

　　⑵　優良産廃処理業者認定制度について（90分）

　　　　　講師　公益財団法人 産業廃棄物処理事業振興財団

      　　　　　　企画調査部　金倉　美佐恵　氏

「優良産廃処理業者認定制度普及推進研修会」の開催について

県環境エネルギー部　　
循環型社会推進課　主査

三浦　大平　氏

（公財）産業廃棄物処理事業
　振興財団　企画調査部
　　　金倉美佐恵　氏
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　全国正会員事務局責任者会議が、平成28年７月29日（金）にアジュール竹芝（東京）で開催さ

れました。

　会議の主な内容は次のとおりです。

　　１　平成28年度事業運営について

　　　①平成28年度事業計画骨子について

　産業廃棄物処理実務者研修会、産業廃棄物処理業従事者能力アップセミナーの研修事

業の見直しを行う旨の説明があったほか、労働安全衛生への取り組みとして、労働災害

の防止が急務のため、「産業廃棄物処理業における労働災害防止計画（３年間）」を策定

し、計画実現に向けて業界全体として取り組むための体制を整備する旨説明がありまし

た。

　　　②廃棄物処理法等の改正について

　中央環境審議会循環型社会部会廃棄物処理制度専門委員会の動向について説明があり

ました。

　

　　　③産業廃棄物処理業（廃棄食品　堆肥化・飼料化）実地確認チェックリストの策定について

　連合会事務局案の説明があり、今後必要に応じて適切な修正をしたうえで、第31回連

合会理事会（10月12日）にて承認をいただきたいと考えている旨説明がありました。

　　　④労働災害防止計画の実施について

　安全衛生に係る検討組織は、47協会のうち10協会が未設置である。

　平成29年度を実施初年度とする「産業廃棄物処理業における労働災害防止計画（３年

間）」の準備期間である平成28年度は次の事業を実施する。

　　　　　８月～ 10月　会員における安全衛生活動の現状調査（事前調査）を実施

　　　　　10月～ 11月　平成29年度労働災害防止計画（協会版）の作成

　　　⑤産業廃棄物業における人材育成方策検討調査について

　今年度も引き続き、当業界に従事する従業員に対する人材育成の方策及び従業員の能

力を客観的に評価するための資格制度の創設や活用方策等について検討して行くとのこ

とです。

全国正会員事務局責任者会議について
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　９月５日（月）、山形市のヒルズサンピア山形において「産業廃棄物排出事業者研修会」が開

催されました。

　平成27年度に引き続き２回目となる研修会は、昨年、食品廃棄物の不適正な転売事案が発生し

たことから、県内の食品製造業者及び動植物性残渣を取り扱う当協会会員企業を対象に、県と当

協会の共催により次の内容で実施しました。

⑴　食品衛生法に係る製造業者の責務について

　　　山形県環境エネルギー部危機管理・くらし安心局食品安全衛生課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　課長補佐　小林　勝典　氏

⑵　食品廃棄物の不適正な転売事案について

　　　山形県環境エネルギー部循環型社会推進課　課長補佐　松林　　茂　氏

⑶　廃棄物の適正処理について

　　　山形県環境エネルギー部循環型社会推進課　課長補佐　松林　　茂　氏

　40社50名の参加がありました。業種を絞り、説明の内容が具体的であったことから、大変有意

義な研修会となりました。

会場の様子

山形県環境エネルギー部危機管理・くらし安心局
食品安全衛生課　　課長補佐　小林勝典　氏

山形県環境エネルギー部循環型社会推進課
課長補佐　松林　茂　氏

産業廃棄物排出事業者研修会の開催について
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　平成28年９月７日（水）に県循環型社会推進課と協会三役による行政懇談会を、建設会館会議

室で開催いたしました。

　県側からは、佐藤循環型社会推進課長、細矢廃棄物対策主幹、笹原課長補佐、森課長補佐、松

林課長補佐、岡村リサイクル推進専門員、後藤廃棄物対策専門員、協会からは、黒澤会長、丹野

副会長、井上副会長、森谷専務理事、小林専務理事、鈴木常務理事、小川主任の計14名が出席い

たしました。

　内容は、

１　事業系一般廃棄物３Ｒ推進事業について

　工業団地内企業における廃棄物実態調査を行い、調査結果を用いて、紙類を共同回収するな

ど企業間の連携によりリサイクル資源として活用するモデルシステムの可能性について検討を

行うとの説明があり、今年度の進め方は次のとおりです。

　　・調査対象工業団地及び企業：８工業団地において立地している企業を対象

　　・企業における廃棄物等の排出実態調査把握（８月）

　　・工業団地の企業及び連絡協議会等へのヒアリング調査（９～ 10月）

　　・セミナーの開催（平成29年１月）

２　ＰＣＢ処理対策について

　本県の高濃度ＰＣＢ廃棄物の処理期限【北海道（室蘭）事業エリア】は、平成35年３月31日
までとなっていることから、本県の期限内処理の達成に向けた取組みの方向性について、説明

がありました。

３　廃棄物処理法の改正の動きについて

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律の見直しについての経過、検討項目、スケジュール等に

ついて説明がありました。

　また、優良産廃処理業者の優遇措置の拡充等について意見の交換を行いました。

４　災害廃棄物処理計画の策定について

　28年度と29年度の２年間で策定するとのことであり、当協会に関わる事項についても意見の

交換を行いました。

　なお、策定スケジュールは次のとおり説明がありました。

　　・平成28年度：基礎調査（業務委託）、市町村説明、計画素案作成

　　・平成29年度：計画案作成、市町村意見照会、成案、環境審議会へ報告、公表

　県と協会が率直に意見を述べ合う機会でもあり、有意義な懇談会でした。

行 政 懇 談 会 に つ い て
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　今年で３年目を迎えた「とびしまクリーンツーリズム」について紹介します。

　庄内海岸には、毎年多くのゴミが流れつきますが、約７～８割が内陸部由来のものと言われて

おり、海岸漂着物対策には沿岸地域の方々だけでなく、県内一体となった取組みが必要です。

　このため、県では、県民の皆様を対象に、海岸漂着物について広く関心を持っていただくきっ

かけづくりとして、本県唯一の離島である飛島を舞台とした体験型の環境教育事業を実施してお

ります。

　今年度は、７月から８月にかけて、小学５年生から中学２年生とその保護者を対象に計５回開

催し、160人の皆様に御参加いただきました。

　参加者には、海岸での清掃体験や講義で海ごみ問題について学んでいただくとともに、日頃体

験できないスノーケリングや漁船クルーズなどの体験を通じて自然豊かな飛島の魅力を満喫して

いただきました。参加者による地域での口コミによるＰＲなどを通じて、飛島の観光振興につな

がることを期待しています。

とびしまクリーンツーリズムについて

行 政 だ よ り
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　参加者からは「海ゴミのことを今回初めて知った。地域でも清掃活動に参加したい。」などの

感想も寄せられました。

　本事業は大変好評のなか終了したところですが、本事業を通じて県全域において、「ゴミのポ

イ捨てをしない。清掃活動に積極的に参加する。」という意識が高まっていくことを期待してい

ます。

　循環型社会及び低炭素社会の形成をめざし、環境に配慮した製品や環境技術の展示、楽し

く役に立つイベントや体験が満載の「やまがた環境展2016」を開催します。

　　●日時　11月19日（土）10：00～ 17：00、11月20日（日）10：00～ 16：00

　　●会場　山形ビッグウイング（山形市平久保100）

●内容　『秘密のケンミンSHOW』内の連続転勤ドラマ　東はるみ役でおなじみ　黛英里

佳さんトークショー、おもちゃの交換会、環境にやさしい料理のふるまいなど

　　●入場料　無料

　　●問合せ　山形県循環型社会推進課　023（630）2302

　　●ホームページ　「やまがた環境展2016」で検索

やまがた環境展2016の開催について
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総 合 支 庁 だ よ り

みなさん！今年こそクマに注意です！

　秋はお仕事、行楽にと、山に出かける機会が多くなります。

　今年はクマの目撃が非常に多く、市街地に出没した事例も発生しています。

　市街地であっても、山林や河川の周辺では、早朝・夜間を中心にクマに出合う危険性が高くな

ります。

　お出かけの際は、こうした場所を避けるか、クマよけの鈴やラジオを持ち歩くなどの対策をし、

万一クマに出合っても、刺激するような行動は避け、背を向けずにゆっくり後退してください。

クマに関する情報はこちら《山形県HP》

http://www.pref.yamagata.jp/ou/kankyoenergy/050011/sizenkankyo/kuma_yamagata_top.html

◆平成28年７月10日、新庄駅周辺で「スポーツＧＯＭＩ拾いin新庄」が行われました。
　新庄まつりの前に街をきれいにしようと、新庄駅周辺で行われました。68名の方にご参加いた

だき、35分の競技時間で、集めたゴミは40kg！これから帰省や新庄祭りで大勢が訪れる街中、きっ

と気持ちよく過ごしていただけることと思います。どのチームも「街をきれいに！」と頑張って

いただき、ありがとうございました。

◆新庄市で不法投棄原状回復作業を行いました
　６月20日（月）新庄市東部地区等で、地区住民など20名の参加により、不法投棄の原状回復作

業を行いました。道路沿いの林の中などから家庭ごみなど780㎏もの投棄物が回収されました。

これからも不法投棄ゼロを目指して、がんばります。

最上総合支庁　環境課からのお知らせ最上総合支庁
環境課
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　置賜総合支庁では、くらしや健康、環境問題、置賜の郷土料理づくりなど、身近な話題から県

で重点的に取り組んでいる各種施策まで、県政に関する様々なメニューの職員出前講座を行って

います。このうち、環境課廃棄物対策担当では、廃棄物の適正処理や循環型社会の構築に関する

出前講座を行っています。

１　もったいない！進めよう３Ｒ

　平成28年６月23日に、長井市栄養

講座受講者を対象に、廃棄物や３Ｒ

についてお話しました。始めに山形

県での一般廃棄物の一人一日当たり

の排出量、一廃及び産廃のリサイク

ル率などをクイズ形式で出題しなが

ら説明しました。

　また、循環型社会の構築のために

は、３Ｒ(リデュース＝ごみの発生

抑制、リユース＝再使用、リサイクル＝再生利用)の取組が必要であり、その中でもリデュース

が最も重要であることを強く訴え、不要なレジ袋をもらわないなど、一人ひとりの取組が循環型

社会には大切なことを御理解いただきました。

２　きちんと処理！産業廃棄物

　平成28年７月29日に、建設会社の現場代理人を対象として、廃棄物処理法の概要、契約書の記

載内容、建設業者の方が注意すべき点をお話しました。建設業に係る産業廃棄物の処理責任は原

則的に元請け者にあること、委託契約は書面で行い、必要項目を適切に記載する必要があること、

また、欠格事由の中には、日常の私生活に関することや財産的なことまで含まれるため、十分に

注意をする必要があること等を説明しました。

　職員出前講座は随時受け付けています。ぜひご利用ください。

置賜総合支庁職員出前講座について置賜総合支庁
環境課
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　庄内総合支庁環境課のＫ氏は大の海釣好き。実は釣りがしたいがために庄内勤務を希望したと

いう噂も。立入検査や講演会の際には、話の潤滑油のように見せかけてよく釣りの話をしていま

すが、実は趣味のための情報収集を目的としているとか。

　そんなＫ氏が先日、加茂港に夜釣りに行った時のこと。

　子ども連れの４人家族がサビキ釣り※１をしていました。家族仲良く釣りをする姿はほほえま

しいな～とＫ氏は眺めていました。

　家族はイワシを次々と釣り上げ、アジもいくらか釣ってい

るようでした。

　一方、ちょっと離れたところで釣るＫ氏にはアタリ※２す

らない。

　ちょっとした場所や仕掛けの違いで釣れないことは、釣り

の世界ではよくあるものです。

　釣果に満足した家族が帰るというので、Ｋ氏はお別れをい

いつつ、素知らぬ顔で家族が釣っていた好ポイントを確保す

べく素早く移動。

　すると驚いたことに、使った仕掛け全員分がその場に捨て

てあるのでした。落としていったではなく、明らかに捨てて

いる状況。

　親が悪気もなく捨てていては、子どももそ

れを悪いこととすら思わず真似をしてしま

う。ポイ捨てや不法投棄がなくならないの

は、こういったところに原因があり、学校等、

色々なチャンネルを使った教育が重要だなと

思ったところです。

　その後のＫ氏は、ちゃっかりとそのポイン

トをキープ、落ちていた仕掛けも当然リユー

ス（再使用）。魚が釣れたのはいうまでもあ

りません。

あ る 環 境 課 職 員 の １ 日庄内総合支庁
環境課

自家製のアジの干物。
塩加減が上手くいけば味は抜群

釣りの後に回収した漂着ごみ
釣れない日でも、「いいことした♪」
と自分を慰める材料になります。
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　また、Ｋ氏は釣りに行く際、大物が釣れた時のための入れ物として市のごみ袋を持っていき、

釣れないときは現場のごみを拾って持ち帰るようにしているそうです。

　Ｋ氏が大物を釣ったという話は聞いたことがないので、釣りの後は大概海岸清掃になっていま

す。

　釣り客が増えれば増えるほど海岸のごみが少なくなる。そんな世の中になればいいなと思いつ

つ、せっせと釣りに通うＫ氏でした。

※１　サビキ釣り：サビキカゴを連結してまき餌（オキアミなど）をカゴに詰めて竿をしゃくる

方法で魚を仕掛けの近くに寄せて疑似針で釣り上げるが、撒き餌無しでも魚

が食いつくこともある。アジやサバ、イワシなどの数釣りが楽しめる初心者

向けの釣り方

※２　アタリ：魚がえさに食いついた時、サオ先やウキが動くこと。また、その振動が手元に伝

わること。

海と鳥海山の絶景
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　食品トレーと小型家家電リサイクル施設の見学を通して、廃棄物のリサイクル、有効利用につ

いて関心を持ってもらうため、８月４日、村山総合支庁管内の小学４年生から６年生の児童を対

象に夏休み親子リサイクル教室を開催しました。

　最初に行った学習会では、多量の廃棄物が出され、二酸化炭素など温室効果ガスが増えている

現状が、地球温暖化や異常気象を引き起こしており大きな問題となっていることについて、また

そのためにごみの減量化、適正処理が重要であることを学習しました。

　１か所目の施設見学は、㈱エフピコ山形選別センターで、食品トレーがどのような行程を経て

リサイクルされているのかを学習しました。参加者からは、「実際に家庭から出される食品トレー

がどのようにリサイクルされているのか知らなかったが、実際に目にすることで意識が高まっ

た。」との感想が寄せられています。

　２か所目の施設見学では、㈱高良山形営業所で、小型家電を手作業で分解選別の過程や、古紙

リサイクルの流れなどを学習しました。児童全員が小型ゲーム機などの分解作業を体験すること

ができ、「身近な物が再資源化されることは、資源の少ない日本にとって大事なことだと親子で

実感することができた。」などの感想が寄せられています。

　見学先のみなさまには、お忙しい中、きめ細かな対応をしていただきありがとうございます。

今後とも貴協会から御協力を賜りますようお願いいたします。

啓 発 支 援 事 業

「夏休み親子リサイクル教室」を開催しました。「村山総合支庁
環境課
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　次代を担う子どもたちに、海岸漂着物問題、廃棄物の適正な処理、不法投棄対策、３Ｒの重要

性について考えてもらうため、体験型学習会を７月28日（木）に開催しました。

　当日は蒸し暑い天候の中ではありましたが、庄内地区の４年生以上の小学生15名に参加いただ

きました。

　午前中は、庄内総合支庁で廃棄物問題とリサイクル及び海岸漂着ごみに関する講話の後、バス

で酒田市の浜中あさり海水浴場に移動して約30分海岸漂着ごみの回収体験を行いました。短い時

間にもかかわらず家庭用のごみ袋10袋分の漂着ごみを回収しました。

　午後の施設見学では、最初に株式会社永田プロダクツを訪問し、自動車リサイクルの講話と工

場を見学させていただきました。

　次の見学先の酒田地区広域行政事務組合では、酒田市、庄内町、遊佐町から収集されたゴミの

搬入、投入ピット内の状況、焼却処理に至る一連のフローを案内いただき、説明していただきま

した。ありがとうございました。

　参加者からは、「とても楽しく、良く分かり勉強になった。」「また来たい。」などの感想が寄せ

られました。

　これからも、「美しい庄内づくり」推進のため、廃棄物の適正処理及び３Ｒにつながる啓発事

業を継続していきたいと思います。

環 境 体 験 学 習 会 を 開 催しました！庄内総合支庁
環境課
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村    山    支    部村    山    支    部

支 部 だ よ り

事 業 名 一般社団法人山形県産業廃棄物協会村山支部　第４回通常総会

日　　時 平成28年４月21日（木）　17：00～ 19：50

場　　所 ホテルメトロポリタン山形　３Ｆ「朝日」

参加人数 45名

来　　賓
山形県村山総合支庁保健福祉環境部環境課　課　　　　　長　相澤　栄司　様

　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　廃棄物対策主幹　齋野　　浩　様

協会役員
一般社団法人山形県産業廃棄物協会　会　　長　黒澤　利宏　様

　　　　　　　　同　　　　　　　　常務理事　鈴木　信夫　様

内　　容

＜報告事項＞　

　⑴　平成27年度事業報告

　⑵　平成27年度支出について

　⑶　平成28年度事業計画について

　⑷　平成28年度予算について

＜議　　事＞

　⑴　役員改選について

　　　幹事の互選による三役決定

第４回総会は氏家　昭議長による議事進行により、報告事項及び役員改選の議

事が滞りなく決定いたしました。

支部役員

支　部　長　　小林　克己　　（有）べにばな清掃社
副 支 部 長　　後藤　重信　　（株）アールテック
副 支 部 長　　鈴木　正明　　（株）キヨスミ産研
事 務 局 長　　伊藤　泰志　　（株）ミツワ企業
副事務局長　　中川　国弘　　（株）クレンズ興産
幹　　　事　　仲野　健児　　仲野衛生管工（株）
幹　　　事　　森谷　昌弘　　（株）モリヤ
幹　　　事　　片桐　孝志　　天童環境（株）
幹　　　事　　丹野　善将　　タンノ清掃興業（株）
幹　　　事　　高本　天萬　　東北クリーン開発（株）
幹　　　事　　海老沢秀樹　　（株）クリーンシステム
幹　　　事　　奥山　新司　　（株）奥山建設工業所
幹　　　事　　会田　　明　　（株）山形環境エンジニアリング
幹　　　事　　荒井　　寛　　（株）荒正
幹　　　事　　氏家　　昭　　（株）山形イーストリサイクルセンター

<終了後懇親会を開催>
参加人数は45名の盛大な懇親会となりました

小林支部長 村山総合支庁保健福祉環境部環境課
課長　相澤　栄司　様
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最    上    支    部最    上    支    部

事 業 名 一般社団法人山形県産業廃棄物協会最上支部　第４回通常総会

日　　時 平成28年５月13日（金）　16：00～

場　　所 新庄玉姫殿

参加人数 17名

来　　賓
山形県最上総合支庁保健福祉環境部環境課　課　長　佐藤　　至　様

山形県新庄警察署生活安全課　　　　　　　課　長　清水　俊宏　様

協会役員 一般社団法人山形県産業廃棄物協会　会　長　黒澤　利宏　様

内　　容

＜報告事項＞　

　⑴　平成27年度事業報告

　⑵　平成27年度支出について

　⑶　平成28年度事業計画について

　⑷　平成28年度予算について

＜議　　事＞

　⑴　役員改選について

原案どおり承認可決されました。

支部役員

支 部 長　　斉藤　　実　　（株）マルコウ環境

副支部長　　荒川　純一　　マルミツ産業（株）

副支部長　　大場　利秋　　（株）大場組

副支部長　　柿崎　勝彦　　最上共同クリーン（株）

幹　　事　　大場　和彦　　（有）最新清掃興業

幹　　事　　八鍬　修明　　（有）ケイ・ティー・ティー

幹　　事　　加藤　正勝　　（有）建商

幹　　事　　北山　冶寿　　（株）北山建設
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置    賜    支    部置    賜    支    部

事 業 名 一般社団法人山形県産業廃棄物協会置賜支部　第４回通常総会

日　　時 平成28年５月20日（金）　16：00～ 19：00

場　　所 はぎ苑

参加人数 26名

来　　賓 山形県置賜総合支庁保健福祉環境部環境課　課　長　佐藤　貢一　様

協会役員 一般社団法人山形県産業廃棄物協会　　　　会　長　黒澤　利宏　様

内　　容

＜報告事項＞　

　⑴　平成27年度事業報告

　⑵　平成27年度支出について

　⑶　平成28年度事業計画について

　⑷　平成28年度予算について

＜議　　事＞

　⑴　役員改選について

　　　原案どおり可決承認されました。

第４回総会は西原政範議長による議事進行により、報告事項及び役員改選の議

事が滞りなく決定いたしました。

支部役員

支 部 長　　山﨑　健治　　中央清掃（有）

副支部長　　松木　　弘　　置賜クリーン設備（株）

副支部長　　尾形啓一郎　　尾形興業（有）

会計幹事　　原　　宏之　　（株）原幸商店

幹　　事　　大浦　英樹　　大浦工業（株）

幹　　事　　島貫　利幸　　（有）県南エコサービス

幹　　事　　沼澤　岩夫　　沼澤産業（有）

幹　　事　　西原　政範　　（有）中央清掃

幹　　事　　鈴木　聖人　　アシストアーバン工業（株）

幹　　事　　遠藤　一生　　（有）厚生社

幹　　事　　小関　直也　　（株）クリーン総業



25産 廃

庄    内    支    部庄    内    支    部

事 業 名 一般社団法人山形県産業廃棄物協会庄内支部　第４回通常総会・研修会

日　　時 平成28年５月11日（水）　16：00～ 18：00

場　　所 東京第一ホテル鶴岡

参加人数 総会37名　　研修会　36名

来　　賓
山形県庄内総合支庁保健福祉環境部環境課　廃棄物対策主幹　高橋　佳志　様

　　　　　　同　　　　　　　　　　　　　廃棄物対策主査　神田　善弘　様

協会役員 一般社団法人山形県産業廃棄物協会　会　長　黒澤　利宏　様

内　　容

１　総会

＜報告事項＞　

　⑴　平成27年度事業報告

　⑵　平成27年度支出について

　⑶　平成28年度事業計画について

　⑷　平成28年度予算について

＜議　　事＞

　第１号議案　役員改選について

　第２号議案　その他

２　研修会

　　演　題　「廃棄物の処理に関する実務上の留意点」

　　講　師　　山形県庄内総合支庁保健福祉環境部環境課

　　　　　　　　　　　　　　　廃棄物対策主査　神田　善弘　様

第４回総会は、佐藤生一議長による議事進行にて報告し、議案は承認され無事

終了いたしました。

研修会では実際の違反事例などを踏まえながら保管・収集運搬・処分について

の基準からわかりやすく説明頂き、認識不足による違反の防止、法令遵守の徹

底を改めて実感する研修会となりました。

支部役員

支 部 長　　　三浦　　忍　（株）三浦土建

副支部長　　　渡部　元博　（株）渡部砂利工業所

副支部長　　　丹治　正彦　東北環境開発（株）

幹　　事　　　登坂　　誠　（株）登坂商店

幹　　事　　　佐藤　生一　（株）鍋元商店

幹　　事　　　加藤　　進　東北興産（株）

幹　　事　　　小林　秀樹　（株）環境管理センター

幹事（事務局）青山　　武　環清工業（株）

研修会　神田主査黒澤会長挨拶庄内支部長挨拶
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最    上    支    部最    上    支    部

事 業 名 適正処理推進事業

日　　時 平成28年５月９日（月）　午前10時30分～ 12時頃まで

場　　所
出発式：最上総合支庁正面玄関前

キャンペーン：新庄市内４カ所の大型スーパーマーケット店頭

参加人数
出発式：48名
キャンペーン：42名（内：最上支部より６社７名参加）

内　　容
新庄最上地区不法投棄防止対策協議会主催

不法投棄パトロール出発式及び不法投棄防止キャンペーンの協力

コメント

　今年度は、出発式より斎藤支部長・荒川副支部長はじめ、支部役員の会社の方々
より多数ご参加いただきました。
　出発式において、キャンペーンに向け腕章・啓発用ポケットティッシュ・のぼ
り旗の伝達を行い、新庄市内４カ所の大型スーパーに分かれ実施いたしました。
　各会場にのぼり旗を設置し、来客者に不法投棄防止を呼び掛けながらポケッ
トティッシュ（計2，300個）を配布いたしました。
　当支部より（株）大場組（大場専務取締役）・（有）ケイ・ティー・ティー（小
田原総務部長）・最上共同クリーン（株）（梁瀬常務取締役・梁瀬営業部長）・（株）
マルコウ環境（斎藤専務）・マルミツ産業（株）（原田氏）・（有）エコシラカワ（大
場氏）と６社７名のご協力をいただきました。
　連休明けのお忙しい中ご協力を頂き誠に有難うございました。

事 業 名 適正処理推進事業

日　　時 平成28年５月10日（火）～ 23日（月）　午後１時30分～４時頃まで

場　　所
最上地区８市町村

新庄市・金山町・真室川町・舟形町・最上町・戸沢村・大蔵村・鮭川村

参加人数 54名（内最上支部８名）

内　　容
新庄最上地区不法投棄防止対策協議会主催

平成28年度　春季不法投棄合同パトロール

コメント

　５月が不法投棄及び海岸漂着ごみ削減強化月間との事で、最上地区では８市
町村の不法投棄の確認のパトロールに協力を致しました。
　５月10日（火）から23日（月）までの８日間を関係機関とともに巡回しました。
　当支部からはマルミツ産業（株）・（株）マルコウ環境の２社（計８名）より
参加致しました。
　５月現在で不法投棄の確認個所は36箇所となっており、内新規発見５カ所と
なっております。５カ所につきましては規模未定（30㎥未満）ではありますが、
未だ不法投棄がされているということは残念です。
　最上支部と致しましても、現在確認個所の現状回復作業の依頼があれば、支
部会員または支部関連会社と連携協力を行っていく方針です。
　また、支部の活動の一環として、不法投棄防止の看板など市町村にも配布を
行っております。以前はのぼり旗とポールのセットを配布しておりましたが、
のぼり旗は布製ですので劣化が激しく他に何かないかと行政の方に相談したと
ころ、プラスチック製の看板を教えていただきました。
　今年度も最上地域の不法投棄防止活動を継続していきたいと思います。
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庄    内    支    部庄    内    支    部

事 業 名 第16回　飛島クリーンアップ作戦への参加

日　　時 平成28年５月28日（土）　６：30～ 18：30

場　　所 酒田市飛島　田下（たのしり）海岸

参加人数 240名（うち庄内支部会員より８社16名参加）

内　　容

コメント

　山形県唯一の離島「飛島」。美しい海岸に囲まれた離島ですが、漂着ごみも流

れ着きやすく、収集や処理も難しくなっています。

　この課題を解決しようと始まった飛島クリーンアップ作戦も今回で16回目と

なりました。

　前日まで雨の心配はありましたが、当日は天候にも恵まれ高校生、大学生を

含む県内外から集まった約240名のボランティアが田下海岸に降り立ち清掃作戦

が実施されました。プラスチック類、漁網、ロープなど集めたごみはフレコンパッ

ク20袋、約1．5ｔにもなりました。

　この活動により、観光シーズンを前にした「飛島」にとって、豊かな自然に

恵まれた観光スポットに更に磨きがかかったと思います。
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青 年 部 会 だ よ り

青年部会第4回通常総会及び研修会が開催されました

　平成28年４月22日（金）、山形国際ホテルにおいて研修会を開催しました。これまで、廃

掃法関連のテーマがほとんどでしたが、今年度は山形労働局から講師をお招きし、安全管理

をテーマに、産業廃棄物処理業で実際発生した事故等について、具体的な事例を多数交えて

ご説明いただきました。参加者はメモをとりながら説明に耳を傾けていました。

■研修内容

　テーマ　「産業廃棄物処理業における安全管理について」

　講　師　　山形労働局　労働基準部　健康安全課

　　　　　　課長補佐　石井　俊二　氏

　研修会終了後、第４回通常総会が、部会員42名の

うち33名（委任状提出８名）の出席のもと開催され

ました。

　総会には、来賓として県環境エネルギー部循環型

社会推進課より課長補佐　松林茂様、協会より黒澤

利宏会長、鈴木信夫常務理事のご臨席を賜りました。

　遠藤一生幹事の司会進行により、黒澤副部会長が

開会を宣言し、渡辺部会長の挨拶の後、県環境エネ

ルギー部循環型社会推進課　佐藤孝喜様（代読　課

長補佐　松林茂様）、黒澤利宏協会会長にご祝辞をいただきました。

　議事に先だち、議長には部会員の沼澤雅寛氏が選出されました。議長は議事録署名人に大

宮拓也氏、舩田義治氏、書記に事務局を指名した後、議事に入り次のとおり報告が行われま

した。

■議　　事

　・報告事項１　平成27年度事業報告について

　・報告事項２　平成27年度支出について

　・報告事項３　平成28年度事業計画について

　・報告事項４　平成28年度予算について

　全ての報告の後、小林副部会長が閉会の辞を述べ、総会は終

了しました。

　＜卒業生＞

　・松田智浩さん（松田建設㈱）　

　・沼澤雅寛さん（㈲東北環境総合サービス）

山形労働局労働基準部健康安全課
課長補佐　石井　俊二　様

卒業する沼澤雅寛さん
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北海道・東北ブロック青年部協議会第15回通常総会の開催について

　平成28年６月24日（金）、札幌市センチュリーロイヤルホテルにおいて、全国産業廃棄物

連合会青年部協議会 北海道・東北ブロック協議会第15回通常総会が開催されました。

　はじめに北海道・東北ブロック青年部協議会 千葉智英会長が挨拶を行い、続いて、ご来

賓の北海道環境生活部環境局長 湯谷仁康様、公益社団法人北海道産業廃棄物協会副会長 寺

嶋忠雄様並びに全国産業廃棄物連合会青年部協議会 仲田陽介会長よりご祝辞を頂戴し、議

事に入りました。

　・第１号議案　平成27年度事業報告及び収支決算報告に関する件

　　　　　　　　平成27年度監査報告

　・第２号議案　平成28年度事業計画（案）及び収支予算（案）に関する件

　・第３号議案　役員補選に関する件

　・第４号議案　その他

が審議され、全ての議案が原案どおり了承されました。

　また、総会終了後には懇親会が盛大に催され、よさこいソーラン踊りなどで大いに盛り上

がり、各道県の部会員との懇親をより深めることできました。

　懇親会の中締めを宮城県青年部会長で全国産業廃棄物連合会青年部協議会第10回全国大会

実行委員会 庄司正和実行委員長が務め、来年３月４日、宮城県で開催される全国大会の成

功に向け、各道県青年部会員に協力を要請し、一致団結を呼び掛け、懇親会が閉会しました。

　最後になりますが、通常総会、懇親会の開催・準備のためにご尽力なされた北海道青年部

の皆様並びに北海道・東北ブロック青年部協議会の皆様に心より感謝申し上げます。

（山形環境保全協同組合　川村　将宏）　
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事 務 局 だ よ り



31産 廃

（公財）日本産業廃棄物処理振興センター　パンフレットより転載
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平成28年度講習会日程

※　平成28年、29年に許可期限が到来される方は、更新又は新規の講習会の修了証が必要

となります。

　なお、修了証が発行されるまでに約２週間かかりますので、許可期限が近い方は特に

ご注意ください。

※　受付情報等の最新情報は

　　協会ホームページ（http://www.yamagata-sanpai.or.jp）
　　　⇒　講習会（随時更新中）

※　当協会では前年度末に会員企業に対し講習会手引きの送付を行っております。さらに

許可期限満了の３ヶ月前に更新手続きのお知らせをしておりますが、山形県以外の許可

の状況については把握しておりませんのでご注意ください。

山形会場 ： 大手門パルズ（山形市木の実町12－37）

講習会の種類 期　　日 定　員

産業廃棄物収集運搬課程（新規）
【期間：２日】

平成28年11月15日（火）
　　　　　～16日（水）

150名

産業廃棄物（特別管理産業廃棄物）
処分課程（更新）
【期間：２日】

平成28年12月６日（火）
　　　　　～７日（水）

100名

広告掲載の募集

　機関誌「産廃やまがた」の広告掲載を募集しております。

　貴社のＰＲ営業案内など、イメージアップにもご利用ください。

　広告掲載は会員外の方でもご利用できます。

　「産廃やまがた」は、協会ホームページにも掲載しております。

　お申込みは、協会事務局までご連絡ください。

・広告掲載料金

　Ａ４　カラー　全　面　50, 000円　　１／２面　25, 000円

　Ａ４　白　黒　全　面　30, 000円　　１／２面　15, 000円
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協会ホームページ（会員専用）掲載情報（５月～８月）協会ホームページ（会員専用）掲載情報（１月～４月）

タ　　イ　　ト　　ル 分　類 掲載日

建材中の石綿含有率の分析方法に係る講習会の開催について 通知等 ８月24日

平成28年度二酸化炭素排出抑制対策事業費補助金（中小事業者による排出
量算定・排出量削減のための環境経営体制構築支援事業）公募のご案内

通知等 ８月24日

てき丸君News-第29号（2016.8.10） 全産廃連広報 ８月12日

PCB特措法の一部を改正する法律等の施行について（通知） 通知等 ８月５日

「自動車点検整備推進運動」への協力について 通知等 ７月21日

てき丸君News-第28号（2016.7.11） 全産廃連広報 ７月12日

村山地球エネルギー戦略協議会における講演会について（ご
案内）

研修会等 ７月11日

平成28年度山形県3R研究開発事業費補助金に係る事業計画の
第3次募集について

通知等 ７月８日

平成28年度山形県循環型産業施設整備事業費補助金事業計画
の第3次募集について（依頼）

通知等 ７月６日

廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則の一部を改正す
る省令等の施行について（通知）

通知等 ７月５日

環境省ガイドライン「エコアクション21」説明会のご案内 研修会等 ６月27日

2020年東京オリンピック大会等の開催に向けた電波利用環境
保護のための周知広報について（依頼）

通知等 ６月27日

村山地域温暖化対策協議会通常総会における講演会について
（ご案内）

研修会等 ６月14日

てき丸君News-第27号（2016.6.10） 全産廃連広報 ６月12日

建材中の石綿含有率の分析方法について 通知等 ６月９日

平成28年度「笑顔で省エネ県民運動」及び「夏の省エネ県民
運動」の実施について

通知等 ６月９日

優良産廃処理業者認定制度の活用について（依頼） 通知等 ５月24日

消費税軽減税率制度の対応への協力について 通知等 ５月16日

指定廃棄物の指定解除に伴う産業廃棄物管理票等の取扱いに
ついて（通知）

通知等 ５月13日

山形県リサイクル認定制度に係る認定製品の募集について
（通知）

通知等 ５月13日
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変更届について協会ホームページ（会員専用）掲載情報（１月～４月）

変 更 届 

 
平成   年   月   日 

 
一般社団法人 山形県産業廃棄物協会 
 会 長   黒 澤 利 宏   様 
 

会 社 名 

住 所 

代表者名 

担当者名 

Ｔ Ｅ Ｌ 

 

変更項目 
 

（該当する番号を○ 
で囲んでください。） 

１．会社名 ２．住 所 ３．代表者名 

４．TEL・FAX 番号 ５．連絡先（郵便物の送付先等） 

６．新規許可の取得 ７．許可項目等の変更（追加・削除） 

８．その他（                      ） 
 

変 更 日 平成    年    月    日付けで変更 
 

変更事項 

新 旧 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
※ 新規許可の取得及び許可内容の変更の際は、許可証の写しを添付してください。 

・変更があった場合には、速やかに変更届を提出してください。 

・この様式は、協会ホームページ「会員専用ページ」からダウンロードできます。 

変更届の送付先  〒990-0041 山形市緑町 1-9-30 緑町会館 6F 

               一般社団法人山形県産業廃棄物協会 
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仲　野　健　児

荒　井　　　寛

岡　崎　信　広

斎　藤　　　健

西　原　政　範

丹　治　正　彦

仲野衛生管工（株）

（株）荒正

（有）岡崎清掃社

（株）マルコウ環境

（有）中央清掃

東北環境開発（株）

編集委員長

編 集 委 員

◆ 産廃やまがた編集委員 ◆

　今年は新たに16個目の国民の祝日として制定された「山の日」（８月11日）があった夏であ

りました。「山に親しむ機会を得て、山の恩恵に感謝する」ことを趣旨として設けられた休日

でありましたが、皆様如何お過ごしになられたでしょうか。

　これで国民の祝日が無いのは６月だけになりましたが、６月と言えば皆様ご存じのとおり環

境月間であり、６月５日は環境の日に制定されています。これは日本の提案により国連で世界

環境デーにも定められている日でもあります。「事業者及び国民の間に広く環境の保全につい

ての関心と理解を深めるとともに、積極的に環境の保全に関する活動を行う意欲を高める」と

いう趣旨のもと制定されたということでありますので、環境関連の産業に携わる当協会におき

ましても大いに推進していくべきことであると考えます。

　そのような情報も提供し、皆様のお役に立てる「産業やまがた」を発刊してまいりますので、

今後ともご支援、ご協力の程よろしくお願い申し上げます。

編集委員　荒井　寛　

編集後記
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　今年で46年目の歴史ある『かみのやま温泉全国かかし祭り』は、当時上山農業高等学校（現在の上山市

明新館高校）の生徒がかかしを田んぼに飾りクラスで競ったことがきっかけで始まったお祭りです。現在

は市内をはじめ他市からの出品のユーモアあふれる手作りかかしが、ご来場される皆様を笑顔にさせる伝

統のお祭りです。

　会　　期　　　平成28年９月17日（土）～ 25日（日）〈９日間〉

　会　　場　　　上山城北隣（月岡公園）

　第46回テーマ　「上山城に○○参上！」

　〈主な催事〉　　９月17日（土）～ 25日（日）　かかしの展示

　　　　　　　　９月17日（土）～ 25日（日）　上山物産市及びフードコート

　　　　　　　　９月19日（月・祝）　第30回国際下駄飛ばし選手権大会

　　　　　　　　９月23日（土）　　　第22回かみのやま温泉全国絶叫大会

　　　　　　　　９月24日（日）　　　第10回かかし立ち選手権大会

かかし祭りイベント内容



山形営業所 /〒990-2442 山形県山形市南二番町8-4 ☎023-641-9633
庄 内 工 場 /〒998-0824 山形県酒田市大宮町2-5-6 ☎0234-24-8777

NETIS登録 NETIS登録 
iNDr搭載極低騒音型バックホウ  登録番号：CG-100015-V

iNDrフィルタを通過

音を封じ込めるエンジンルーム
※完全な閉構造ではありません。

排気

吸気

狭所で活躍するために、
圧倒的な静かさを追求。
加えて、機械の信頼性・
整備性も飛躍的に高めます。

所で活躍するために、

コベルコ独創の
防音・防じんテクノロジー、iNDr。

テ ク ノ ロ ジ ー 新 次 元

コベルコ独自のテクノロジー

エンジン冷却システム「iNDr」
吸気口から排気口までを1本のダクトに見立て、
その内部にエンジンや冷却機器を配置。この
独自の構造が、周辺環境への騒音配慮、機械
の性能維持、メンテナンス負担の軽減など、
数々の効果をもたらします。
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